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○鈴鹿市男女共同参画センター条例施行規則 

平成24年５月25日規則第48号 

鈴鹿市男女共同参画センター条例施行規則 

鈴鹿市男女共同参画センター条例施行規則（平成14年鈴鹿市規則第59号）の全部を改正する。 

（趣旨） 

第１条 この規則は，鈴鹿市男女共同参画センター条例（平成14年鈴鹿市条例第29号。以下「条例」

という。）第12条の規定に基づき，条例の施行に関し，必要な事項を定めるものとする。 

（開館時間） 

第２条 鈴鹿市男女共同参画センター（以下「センター」という。）の開館時間は，午前９時から午

後９時30分までとする。ただし，日曜日については，午前９時から午後５時までとする。 

２ 前項の規定にかかわらず，市長は，特に必要があると認めたときは，開館時間を変更することが

できる。 

（休館日） 

第３条 センターの休館日は，次のとおりとする。ただし，市長が必要があると認めたときは，これ

を変更し，又は臨時に休館にすることができる。 

(１) 月曜日及び第３火曜日 

(２) 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日 

(３) 12月28日から翌年１月３日まで 

（団体の登録） 

第４条 市長は，次のいずれにも該当する団体を鈴鹿市男女共同参画団体として登録することができ

る。 

(１) 男女共同参画社会づくりを目的とした学習又は活動を行う団体 

(２) センターの設置目的に賛同し，市が行う男女共同参画に関する事業に積極的に参加できる団

体 

(３) 活動の本拠地が，原則として市内である団体 

(４) 政治，宗教又は営利活動を目的としない団体 

（登録の手続） 

第５条 前条の規定による登録を受けようとする団体は，鈴鹿市男女共同参画団体登録申請書（第１

号様式）を市長に提出しなければならない。 

２ 市長は，前項の申請書の提出があった場合は，その内容を審査し，団体の登録又は不登録を決定

したときは，鈴鹿市男女共同参画団体登録・不登録通知書（第２号様式）により申請者に通知する

ものとする。 

３ 前項の規定により登録を受けた団体（以下「登録団体」という。）の登録の有効期間は，登録の

日から当該日の属する年度の翌年度の５月末日までとする。 

（登録の取消し） 

第６条 市長は，登録団体が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは，当該登録団体の登録を

取り消すことができる。 

(１) 登録を辞退したとき。 

(２) 第４条に掲げる要件に該当しなくなったとき。 

(３) 偽りその他不正の手段により登録を受けたとき。 

（登録団体への支援） 

第７条 市長は，登録団体に対し，次に掲げる支援を行うことができる。 

(１) 男女共同参画の推進に関する情報の提供 

(２) センターの公式ホームページでの登録団体紹介 

(３) センター内での登録団体の情報発信 

(４) センター内のロッカーの使用 

(５) 前各号に掲げるもののほか，登録団体が行う男女共同参画の推進に関する活動に対する支援 

（使用許可の申請） 

第８条 条例第４条第１項の許可（以下「使用許可」という。）を受けようとするものは，鈴鹿市男

女共同参画センター使用許可申請書（第３号様式）を市長に提出しなければならない。 
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２ 前項の申請書の受付期間は，次の各号に掲げる区分に応じ，当該各号に定める期間とする。ただ

し，受付期間の初日又は使用日の２日前が休館日に当たるときは，その直前の開館日とする。 

(１) 登録団体 使用の属する月の６か月前の月の初日から使用日の２日前まで 

(２) 前号以外のもの 使用日の属する月の３か月前の月の初日から使用日の２日前まで 

３ 前項の規定にかかわらず，市が行う行事等に使用するとき又はセンターの施設の使用に支障がな

いと認めたときは，この限りでない。 

４ 第１項の規定による申請は，次の各号に掲げる区分に応じ，当該各号に定める回数を月ごとの上

限とする。ただし，使用許可に基づきセンターの施設の使用をしたときは，当該使用をした日の属

する月の末日までに限り，各号に定める回数に当該使用をした回数を加えた数を上限とする。 

(１) 登録団体 ４回 

(２) 前号以外のもの １回 

（使用の許可） 

第９条 市長は，前条第１項の申請書の提出があった場合は，その内容を審査し，適当であると認め

たときは鈴鹿市男女共同参画センター使用許可書（第４号様式。以下「使用許可書」という。）を，

不適当と認めたときは鈴鹿市男女共同参画センター使用不許可通知書（第５号様式）を申請者に交

付するものとする。 

２ 条例第４条第１項の許可は，前条第１項の規定による申請の順序により行うものとする。ただし，

同時に申請があったときは，抽選により決定するものとする。 

（連続使用） 

第10条 センターの施設の連続使用は，３日間（休館日を除く。）を限度とする。ただし，市長が特

に必要があると認めたときは，この限りでない。 

（使用の変更及び取消し） 

第11条 使用許可書の交付を受けたもの（以下「使用者」という。）が，許可された事項を変更し，

又は許可を取り消そうとするときは，速やかに鈴鹿市男女共同参画センター使用変更（取消し）許

可申請書（第６号様式）に使用許可書を添えて，市長に提出しなければならない。 

２ 市長は，前項の申請書の提出があった場合は，その内容を審査し，適当であると認めたときは，

鈴鹿市男女共同参画センター使用変更（取消し）許可書（第７号様式）を交付するものとする。 

（許可の取消し等） 

第12条 市長は，条例第９条の規定により使用の許可を取り消し，又は使用を制限し，若しくは停止

するときは，鈴鹿市男女共同参画センター使用許可取消し・制限・停止通知書（第８号様式）によ

り使用者に通知するものとする。 

（使用料の還付） 

第13条 条例第７条ただし書の規定により使用料を還付できる額は，次のとおりとする。 

(１) 使用者の責めによらない理由により使用できなかったとき 既納額の全額 

(２) 使用者が，使用日の７日前までに使用の取消しを申請し，許可されたとき 既納額の全額 

(３) 使用者が，第11条第２項の規定により使用変更を許可された場合において，既納の使用料の

額に過納金が生じたとき 過納金の全額 

２ 前項第２号の場合において，使用日の７日前の日が休館日のときは，その直後の開館日とする。 

３ 条例第７条ただし書の規定による使用料の還付を受けようとするものは，鈴鹿市男女共同参画セ

ンター使用料還付請求書（第９号様式）を市長に提出しなければならない。 

（遵守事項） 

第14条 使用者は，条例及びこの規則に定めるもののほか，次に掲げる事項を遵守しなければならな

い。 

(１) 使用中における施設等の適正管理及び火災防止に努めること。 

(２) センターを管理する関係職員の指示に従うこと。 

(３) 前２号に掲げるもののほか，センターの管理運営上支障をきたすような行為をしないこと。 

（補則） 

第15条 この規則に定めるもののほか，必要な事項は，別に定める。 

附 則 

（施行期日） 
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１ この規則は，平成24年５月26日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際現に改正前の鈴鹿市男女共同参画センター条例施行規則（以下「旧規則」と

いう。）の規定に基づいて提出されている申請書その他の書類は，改正後の鈴鹿市男女共同参画セ

ンター条例施行規則（以下「新規則」という。）の規定に基づいて提出された申請書その他の書類

とみなす。 

３ この規則の施行の際現に旧規則の規定により交付された許可書は，新規則の規定により交付され

た許可書とみなす。 

第１号様式（第５条関係） 
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第２号様式（第５条関係） 
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第３号様式（第８条関係） 
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第４号様式（第９条関係） 
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第５号様式（第９条関係） 
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第６号様式（第11条関係） 
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第７号様式（第11条関係） 
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第８号様式（第12条関係） 
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第９号様式（第13条関係） 
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